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論文内容の要旨
この研究は，日本列島において弥生文化が成立・展開していく過程での九州における最大の環濠集落で
あった佐賀県の吉野ケ里遺跡を研究対象とし，花粉化石分析大型植物化石分析，木材組織解音1]，植物提
酸体分析といった植物形態・分類学を基礎とする自然科学的検討によって弥生時代以降の植生の変遷を
明らかにし.日本列島における自然環境の変貌の特質，及び現在の自然環境の歴史的背景を明らかにしよ
うとしたものであるc
遺跡の南部の東側・西側両低地における縄文時代以降の堆積物の層序，花粉化石群，・大型植物化石群・
植物珪酸体化石群の層位的変動と復元植生の急変.及び木製品・木炭の樹種同定の結果に基づいて，以下
のようなA....Eの5つの時期が設定された。 A期;弥生時代前期以前は，丘陵上では照葉樹林が成立し.
低地はハンノキ属が生育する湿地あるいは河成低地で，人間活動及びその影響は認められない。 B期:弥
生時期前期~中期前半にあたる。丘陵上は集落の形成のため轟林植生は伐採され低地のハンノキ属をも
っ湿地は切り払われるか焼き払われ.カヤツリグサ科とヨシ属を主とする湿地へと変化した。 C期:弥生
時代中期後半には湿地は開発されて水冊となった。丘陵上での人聞の持続的活動によってエノキ属かムク
ノキ属を主要構成要素とする二次林が発達した。 D期;古代から中世にあたる。水田面積がやや縮小し，
丘陵の縁辺は畑地または荒地にな勺たc丘陵上の二次林は過度の利用により減少した。 R期:近世頃には
水凹面積は最大となる。丘陵ト及ひ~I.LJ地ではマツ属が拡大し，やや遅れてスギ属も拡大する。これは植林
の可能性もある。これらの時期区分の境界は人聞による開発の質的変化を示しているC 即ち.最初の開発
は拠点集落形成のための丘陵から低地にかけての土地改変，次の開発は低地における水田稲作農耕のため
の士地改変と丘陵ートでの持続的な人間活動，古代から中世にかけての開発は主に二次林の過度の利用.近
世頃の開発はおそらく植林によって特徴づ、けられる。
玄界灘に面する佐賀県の菜畑遺跡でも吉野ケ里遺跡と類似の変化の概要が確認されていたが，北部九州
における人間活動とのかかわりの巾での植生変遷をこの研究は始めて具体的に提示したと言えるO また，
弥生時代から近世にかけての開発の仕方や資源の利用の仕方が段階的に変化してきたことを示し.集落と
農耕地形成.山間部にまで及ぶ森林資源の過度の利用，植林による生産拡大という，主に関東平野，河内
半野で明らかにされた段階的変化を九州において確認したc人口集中域を中心とする植生が弥生時代の居
住と生業の展開を契機として段階的に変容しながら形成されてきたことが全国的なものであることが確
かめられたc このことによ勺て本州・凶国・九州において弥生時代以降を単純にアカマツ時代として一
括して捉えるというこれまでの通説は塗り変えられることになる。
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論文審査の結果の要旨
この研究は，日本列島において弥生文化が成立・展開していく過程での九州における最大の環濠集落で
あった佐賀県の吉野ケ里遺跡を研究対象とし，花粉化石分析，大型植物化石分析.木材組織解剖，植物珪
酸体分析といった植物形態・分類学を基礎とする自然科学的検討によって，弥生時代以降の植牛.の変遷を
明らかにし，日本列島における自然環境の変貌の特質，及び現在の自然環境の歴史的背景を明らかにしよ
うとしたものである。
縄文時代以降の堆積物の層序花粉化石群・大型植物化石群・植物珪酸体化石群の層位的変動と復元植
生の急変，及び木製品・木炭の樹種同定の結果に基づいて，以下のようなA-Eの5つの時期が設定され
た。 A期:丘陵上では照葉樹林が成立し低地は湿地あるいは河成低地で人間活動及びその影響は認め
られない。 B期:丘陵上は集落の形成のため森林植生は伐採された。 C期:湿地は開発されて水田となっ
た。丘陵上での人間の持続的活動によって二次林が発達した。 D期:水田面積がやや縮小し，丘陵の縁辺
は畑地または荒れ地になったc丘陵上の二次林は過度の利用により減少した。 E期:近世頃には水田面積
は最大となる。丘陵上及び山地ではマツ婦が拡大し やや遅れてスギ属も拡大する。これは植林の可能性
もある。これらの時期区分の境界は人聞による開発の質的変化を示している。
この研究は，北部九州における人間活動とのかかわりの中での植生変遺を初めて具体的に提示したと言
える口また，本州・四国・九州において弥生時代以降を単純にアカマツ時代として一括して捉えるという
これまでの通説は塗り変えられることになった。従って，この研究は今後の植物分類学，生態学の発展に
寄与するところ大である。よって，本論文は博士(理学)の学位を授与するに値すると審査した。
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